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熱的準粒子のQCD/QED媒質中での構
造についてDyson-Schwinger方程式
を用いて解析し、分散式を調べた。

熱的準フェルミ粒子のQCD/QED媒質
中での構造について、Dyson-
Schwinger方程式を用いて解析し、
特に、熱的質量は強結合QCD/QED媒
質中では消滅することを示した。
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